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報道委員会 

二
学
年
修
学
旅
行 

十
二
月
七
日
（
日
）
～
十
日
（
水
） 

関
西
方
面 

私
の
三
年
間
の
思
い
出
は
資
格
取
得
で

す
。 

機
械
科
は
一
年
生
の
と
き
に
計
算
技

術
三
級
と
情
報
技
術
三
級
の
資
格
を
、
二

年
生
の
と
き
は
、
技
能
士
（
旋
盤
や
検
査
、

シ
ー
ケ
ン
ス
な
ど
）
や
機
械
保
全
、
溶
接

の
中
の
一
つ
の
資
格
を
授
業
で
練
習
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
先
生
か
ら
教
わ
り
な
が
ら

練
習
す
る
た
め
、
資
格
が
取
得
し
や
す
い

環
境
で
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
私
が
二
年

生
の
と
き
に
計
算
技
術
二
級
を
自
分
で
練

習
し
て
取
得
で
き
た
の
で
、
三
年
生
の
と

き
に
計
算
技
術
一
級
も
取
得
し
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
進
路
関
係
で
時
間
が
あ
ま
り

な
く
、
取
得
で
き
な
か
っ
た
で
す
。
一
・

二
年
生
の
皆
さ
ん
は
今
の
う
ち
に
多
く
の

資
格
を
取
得
し
て
い
た
方
が
い
い
で
す

よ
。  

【
機
械
科
三
年
一
組 

三
好 

慶
典
】 

 

 

私
の
三
年
間
の
思
い
出
は
部
活
動
で

す
。
理
由
は
三
年
間
の
高
校
生
活
の
中
で

一
番
頑
張
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
一
年
生

の
時
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
、
二
年

生
の
時
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
試
合
に

出
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
試

合
で
は
負
け
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

チ
ー
ム
の
仲
間
と
協
力
し
て
練
習
に
取
り

組
む
こ
と
で
成
長
し
、
新
人
戦
で
は
優
勝

し
全
国
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
自
分
自
身
の
成
長
に
も
つ
な

が
り
、
進
路
活
動
に
も
活
か
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
総
体
は
悔
し
い
結
果
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に
は

リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。 

【
電
気
科 

三
年 

斎
藤 

琉
偉
】 

  

と
て
も
充
実
し
た
高
校
生
活
で
し
た
。
中
学
よ

り
友
達
も
で
き
て
、
一
年
だ
け
で
す
が
運
動
部
に

初
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
友
達
と
ラ
ー
メ
ン
食

べ
て
、
文
化
祭
で
は
歌
っ
て
。
今
の
私
に
は
高
校
生

活
の
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
や
一
つ
だ
け
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
勉
強
で
す
。
楽
し
み
ば
か
り
考
え
て

勉
強
を
疎
か
に
し
て
い
た
の
で
、
後
輩
に
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
と
し
た
ら
勉
強
は
疎
か
に
し
な
い
方
が

い
い
で
す
。
後
か
ら
大
変
な
の
で
。
で
す
が
一
番
は

最
後
の
学
校
生
活
を
楽
し
む
こ
と
で
す
！
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
。 

【
建
築
科 

三
年 

中
脇 

 

駿
】 

 

僕
の
三
年
間
で
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の

は
文
化
祭
で
す
。
自
分
の
ク
ラ
ス
か
ら
は
焼
き
鳥

の
出
店
を
し
ま
し
た
。
準
備
や
役
割
分
担
な
ど
は

文
化
祭
の
前
の
日
に
行
い
、
み
ん
な
で
話
し
合
い

ま
し
た
。
当
日
は
お
客
さ
ん
が
多
く
来
て
く
れ
て
、

忙
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。
結
果
的
に

は
完
売
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。 

【
工
業
化
学
科 

三
年 

佐
藤 

大
翔
】 

 

三
年
間
の
思
い
出
は
、
ま
ず
一
年
生
の
時
は
部

活
動
を
頑
張
っ
て
い
て
、
中
学
校
で
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
や
れ
て
す
ご
く
新
鮮
で
し
た
。
二
年
生

は
修
学
旅
行
で
団
体
行
動
を
し
て
、
計
画
を
立
て

た
通
り
に
回
り
ま
し
た
。
三
年
生
は
み
ん
な
就
職

活
動
や
、
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
の
受
験
準
備
が
忙

し
く
、
そ
れ
と
同
時
に
テ
ス
ト
も
欠
点
を
取
ら
な

い
よ
う
に
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
後
輩
へ

の
助
言
は
、
自
分
は
こ
の
三
年
間
結
構
休
み
が
ち

で
、
何
個
か
危
な
い
教
科
が
あ
り
ま
し
た
が
こ
こ

ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
学
校
は

な
る
べ
く
休
ま
な
い
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
来
よ
う
と

助
言
し
て
お
き
ま
す
。 

【
設
備
工
業
科 

三
年 

髙
橋 

凌
央
】 

 
～
～ 
三
年
間
の
思
い
出 

～
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12 月 7 日に待ちに待った 2 年生の修学旅行が行われまし

た。行き先は関西の京都、大阪でした。飛行機での旅で全員飛

び立つときには声をあげてとても楽しそうでした。1 日目はク

ラスでの行動で、旅館についてからは、部屋で遊んだりしてあ

まり寝られませんでした。2 日目は自主研修で班での自由行動

でした。それぞれ行きたいところに行き、ともて充実した 1 日

でした。3 日目は USJ で説明するほどでもなく最高でした。4

日目は科ごとに行動し、宮城に帰ってきました。この 4 日間は

人生においてのとても貴重で楽しい時間だったと思います。 

            【機械科 2 年 1 組 大浦 翔悟】 

 

私の修学旅行の思い出は USJ で友達と一緒に楽しい思い出を

作れたことです。友達と USJ に行けることがあまりないのでと

てもいい思い出になりました。修学旅行はこれで最後ですがまた

こういう思い出を作れたらなと思います。 

【電気科 2 年 森 颯斗】 

 

私の修学旅行での一番印象に

残っている場所は、1 日目に行

った北野天満宮と 4 日目に行

った住吉大社です。1 年生の頃

に建築計画の授業で神社の造り

の種類や意味などを学び、教科

書で見たものが実際に見られた

ため、とても勉強になりまし

た。機会があれば他の神社など

にも訪れてみたいと思いまし

た。 

【建築科 2 年 日下 凱歌】 

 

 12 月 10 日（水曜日）今日は修学旅行の最終日でした。 

通天閣に行きました。通天閣では、キン肉マンや森永、グ

リコなどの、見たことのない展示物や製品をたくさん知る

ことができ、とても勉強になりました。展望台から見る景

色は格別でした。 

【設備工業科 2 年 杉嶋 亮飛】 

 

私たち工業化学科では、科別研修

でなんばグランド花月、伏見稲荷大

社、薬師寺、奈良公園を訪れまし

た。特に印象に残った出来事は、薬

師寺での法話です。お坊さんから、

一番有名なお寺はどこ？という問題

を出された際、あるクラスメイトが

自信満々に「東大寺！！」と答え、

「この学校空気読めないな〜」など

の会話が繰り広げられました。どこ

も見応えがあり、楽しい修学旅行に

なりました。 

【工業化学科 2 年 山﨑 杏】 

 

一
学
年
ス
キ
ー
教
室
一
月
二
十
九
日
（
木
）
～
三
十
日
（
金
） 

 

自分は小学生の時に１回やったことがあった

のですぐに滑れるようになりました。午後には自

分の班の人達は自由に滑っていました。 

【機械科１年１組 阿部奏介】 

A コースで私はやりました。 最初は基礎の練

習をして、そのあとコースを滑って上級者のとこ

ろでも滑りました。転んだり怪我をしたりした人

もいましたが、無事終わり楽しかったです。 

【建築科１年 阿部慈大】 

初めてのスキーで最初は転けたりしてとても

難しかったけど、後半になるに連れてだんだん慣

れてきて、それなりに滑れるようになれて楽しか

ったです。 

【電気科１年 佐東摩乃亜】 

今回のスキー教室では、スキーをするのが初め

ての人もすぐに滑れるようになったり、少し苦手

な人も講師の方々に教わり滑れるようになった

りした人が多かったと思います。スキー教室が終

わった後は「楽しかった。」「またスキーをした

い。」などの声が飛び交っていました。 

【電気科１年 平間瑠伊】 

 スキー場の様子は風が強く吹いていて雪が舞

っている感じでした。それでもみんな楽しくスキ

ーを滑れていました。 

【工業化学科１年 久保田徠冬】 

僕は、B コースでやりました。まわりの人も滑

れていて、楽しんでいました。午後は強風でリフ

トが止まってしまい、できる回数が少なかったの

ですが、楽しくできたので良かったです。 

【設備工業科１年 渡邉聖真】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
正解 ①千葉丈翔先生 ②中村恵美子先生 ③伊藤康弘教頭先生 ④前口真平先生 

ク
イ
ズ
：
こ
の
絵
を
描
い
た
先
生
は
誰
で
し
ょ
う
？ 

 

 

今
回
は
複
数
名
の
先
生
方
に
ご
協
力
を
頂
き
、
ド
ラ
え
も
ん
の
絵
を
描
い

て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

Ｑ
こ
の
ド
ラ
え
も
ん
を
描
い
た
先
生
方
は
誰
で
し
ょ
う
？ 

  

① 

        

② 

          

③ 

          

④ 

        

①
の
ヒ
ン
ト
：
物
理
の
先
生 

②
の
ヒ
ン
ト
：
英
語
の
先
生  

③
の
ヒ
ン
ト
：
ま
さ
か
の
あ
の
方
！ 

④
の
ヒ
ン
ト
：
前
号
の
先
生
ラ
ン
キ
ン
グ
で
話
題
に 

な
っ
た
方
！  

正
解
は
欄
外
下
に
！
！ 

【
工
業
化
学
科
二
年 

山
﨑 
杏
】 

  

正
解 

①
千
葉
丈
翔
先
生 

②
中
村
恵
美
子
先
生 

③
伊
藤
康
弘
教
頭
先

生 

④
前
口
真
平
先
生  

 

 

 

育
樹
祭 

 

全
国
育
樹
祭
の
パ
ネ
ル
台
製
作 

【
建
築
部
】 

  

十
月
四
日
に
「
全
国
育
樹
祭
」
が
白
石
市
の
南
蔵
王
野
営
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
緑
化
活
動

推
進
の
た
め
、
天
皇
陛
下
（
現
上
皇
）
夫
妻
が
植
え
ら
れ
た
樹
木
の
お
手
入
れ
を
、
秋
篠
宮
夫
妻
を
招
い
て

全
国
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。 

 

こ
の
行
事
で
使
用
さ
れ
る
パ
ネ
ル
台
制
作
を
本
校
に
依
頼
さ
れ
、
建
築
部
の
生
徒
四
名
が
約
三
ケ
月
か
け

て
作
成
に
あ
た
り
、
八
月
末
に
二
台
を
納
品
い
た
し
ま
し
た
。
制
作
し
て
み
て
の
感
想
は
「
加
工
や
組
み
立

て
が
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
立
派
に
完
成
で
き
て
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
た
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

育
樹
祭
当
日
は
、
制
作
し
た
生
徒
と
顧
問
の
大
野
先
生
そ
し
て
校
長
先
生
が
招
待
を
受
け
、
行
事
に
参
列

し
お
手
入
れ
作
業
も
行
い
ま
し
た
。
皇
族
が
出
席
さ
れ
る
全
国
規
模
の
式
典
会
場
で
使
用
さ
れ
る
道
具
を
制

作
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
、
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
行
事
に
参
列
で
き

た
こ
と
は
大
変
光
栄
で
あ
り
、
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
行
事
で
使
用
さ
れ
た
パ
ネ
ル
台
は
、
大
河
原
合
同
庁
舎
を
皮
切
り
に
、
宮
城
県
内
各
施
設
を
巡
回

お
披
露
目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
試
作
品
と
し
て
製
作
し
た
パ
ネ
ル
台
は
、
校
内
で
事
務
室
前
の
案
内
図
掲
示

台
と
二
階
ホ
ー
ル
の
各
科
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
さ
れ
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 
 

【
制
作
者
】
建
築
科
一
年 

壹
岐
凛
之
介 

岩
崎 

勇
真 

駒
板 

憲
斗 

齋
藤 

 

暖 

 
 

【
建
築
部
顧
問
】 

 
 

 

大
野 

 

勝 

紫
藤
新
聞
は
ど
う
で
し
た
か
？
今
回
は
三
年
生
の
三
年
間
の
思
い
出
や

修
学
旅
行
な
ど
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
今
回
の
記
事
で
は
、
三
年
生
の
先

輩
よ
り
三
年
間
の
思
い
出
に
つ
い
て
資
格
取
得
や
部
活
動
、
文
化
祭
、
修
学

旅
行
な
ど
が
思
い
出
だ
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
二
年
生
の
修
学
旅
行
で
は
、

四
日
間
関
西
の
京
都
、
大
阪
で
自
主
研
修
や
Ｕ
Ｓ
Ｊ
を
楽
し
ん
で
充
実
し

た
修
学
旅
行
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
新
聞

を
書
い
て
行
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。 

【 

機
械
科 

二
年 

渡
邉 

萩
哉 

】 

 

 編
集
後
記 

ドラえもんクイズ 

校
内
の
主
な
活
躍
（
他
多
数
） 

 

○
第
四
十
八
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
宮
城
県
大
会 

 
 

 

男
子
無
段
七
十
三
㎏
級 

三
位 

機
械
科
二
年
一
組 

富
樫
洸
介 

○
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
宮
城
県
大
会
旋
盤
作
業
部
門 

 
 

敢
闘
賞 

 

機
械
科
二
年
二
組 

 

藤
川
大
心 

○
み
や
ぎ
建
築
未
来
賞
二
〇
二
五 

 
 

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
賛
助
会
会
長
賞 

建
築
科
三
年 

堀
江
は
る
み 

○
令
和
七
年
度
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」 

 
 

 

大
河
原
税
務
署
長
賞 

電
気
科
三
年 

三
條
颯
太 

 
 

 

仙
南
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
長
賞 

機
械
科
三
年
二
組 

髙
橋
愛
美 

○
宮
城
県
高
等
学
校
写
真
展 

 
 

学
校
賞
総
合
一
位 

 
 

金
賞 

電
気
科
二
年 

半
澤
叶
大 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

設
備
工
業
科
二
年 

杉
嶋
亮
飛 

 

 
 

銀
賞 

電
気
科
二
年 

 
 

菊
池
優
希 

 
 
 
 

 

機
械
科
一
年
二
組 

 

玉
根
晃
太 

○
第
三
十
四
回
生
徒
活
動
成
果
発
表
会 

 
 

奨
励
賞 

機
械
科
二
年
二
組 

 

佐
藤
誠
太
郎 

○
不
忘
の
碑
復
刻
版
発
行
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
高
校
の
部
） 

 
 

最
優
秀
賞 

電
気
科
二
年 

 
 

石
川
ろ
あ 

佳
作 

 
 

機
械
科
二
年
一
組 

樋
口
瑛
士 

 
 

佳
作 

 
 

電
気
科
二
年 

 
 

松
野
琉
唯 

 
 

入
選 

 
 

電
気
科
二
年 

 
 

渡
邉
侑
真 

○
第
七
十
五
回
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会 

 
 

女
子
回
転 

 

第
三
位 

建
築
科
三
年 

 
 

松
木
優
奈 

 
 

女
子
大
回
転 

第
四
位 

建
築
科
三
年 

 
 

松
木
優
奈 

 
 

女
子
総
合 

 

第
三
位 

○
第
四
十
八
回
東
北
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会 

 
 

女
子
大
回
転 

出
場 

建
築
科
三
年 

 
 

松
木
優
奈 

 
 

女
子
回
転 

 

出
場 

建
築
科
三
年 

 
 

松
木
優
奈 

○
令
和
七
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

 
 

第
七
十
五
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会 

 
 

女
子
大
回
転 

出
場 

建
築
科
三
年 

 
 

松
木
優
奈 

 
 

女
子
回
転 

 

出
場 

建
築
科
三
年 

 
 

松
木
優
奈 

○
第
八
十
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会 

 
 

少
年
女
子 

 

出
場 

建
築
科
三
年 

 
 

松
木
優
奈 

 

 

今
年
は
雪
が
な
く
、
例
年
の
よ
う
な
練
習
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
ま
で
は
夏
油
高
原

ス
キ
ー
場
や
え
ぼ
し
ス
キ
ー
場
で
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
会
場
の
変
更
も
あ
り
、
山

形
県
の
湯
の
台
ス
キ
ー
場
で
行
い
ま
し
た
。
私
は
今
年
で
ス
キ
ー
を
始
め
て
十
年
目
に
な
り
、

引
退
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
去
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
、
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
絶
対
行
く
と
強
い
気
持
ち
で
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。
コ
ー
チ
か
ら
は
「
自
分
の
滑
り
を
す
れ
ば
大
丈
夫
」
と
言
わ
れ
、
自
信
を
持
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
と
て
も
緊
張
し
て
し
ま
い
、
し
っ
か
り
と
ス
タ
ー
ト
を
切
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
や
る
べ
き
こ
と
を
し
て
ゴ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。
二
本
目
も
無
事
に

ゴ
ー
ル
で
き
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

で
す
が
、
そ
の

日
の
夜
に
熱
を
出
し
て
し
ま
い
、
自
分
の
弱
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
次
の
日
は
国
ス
ポ
予
選
を

控
え
て
い
て
、
正
直
出
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
国
ス
ポ
予
選
の
日
は
猛
吹

雪
で
一
本
レ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
頑
張
り
、
国
ス
ポ
の
切
符
も
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

全
国
へ
の
切
符
や
こ
こ
ま
で
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
両
親
や
コ
ー
チ
の
お

か
げ
で
す
。
コ
ー
チ
に
恩
返
し
を
す
る
気
持
ち
で
本
戦
で
は
気
合
い
を
入
れ
て
し
っ
か
り
滑
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
建
築
科
三
年 

松
木 

優
奈
】 

スキー部快挙！ 
建築科三年 松木さん 
インターハイ出場！  


